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「
雪
の
よ
う
に
白
い
」
と
い
う
比

喩
が
あ
る
く
ら
い
、
雪
や
氷
が
白

い
の
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま

す
。
で
も
実
は
、
自
然
界
に
は
色

の
つ
い
た
雪
や
氷
も
存
在
し
ま
す
。

例
え
ば
上
の
写
真
は
、
北
海
道
の

大
雪
山
旭
岳
で
観
察
さ
れ
た
赤
雪
。

ま
だ
ら
に
赤
く
染
ま
っ
た
雪
面
を

見
る
と
、
す
わ
事
件
か
!?
と
思
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
も
ち
ろ

ん
そ
ん
な
物
騒
な
話
で
は
な
く
、

自
然
現
象
。
他
に
も
、
大
雪
山
で

は
緑
色
に
色
づ
い
た
雪
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は「
彩さ

い
せ
つ雪

現
象
」
と
呼

ば
れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
ア
ル
プ
ス
な

ど
世
界
各
地
の
山
岳
地
帯
や
、
南

極･

北
極
な
ど
で
も
観
察
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
彩
雪
現
象
の
原
因
は
、
何
な
の

で
し
ょ
う
？ 

色
づ
い
た
雪
や
氷

を
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
藻
類
や
バ
ク
テ
リ
ア
が
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
北
大
低
温
研
の
微
生
物
の
研
究

チ
ー
ム
で
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
赤

雪
で
は
ク
ロ
ロ
モ
ナ
ス
と
い
う
雪

氷
藻
類
と
多
数
の
バ
ク
テ
リ
ア
を

確
認
。
一
方
、
緑
雪
に
は
特
定
の

一
種
類
の
藻
類
の
み
が
多
く
存
在

す
る
な
ど
、
色
ご
と
に
生
息
す
る

微
生
物
の
構
成
が
異
な
っ
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。

　
ち
な
み
に
赤
雪
は
、
英
語
で
は

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ロ
ン
ス
ノ
ー
」、

つ
ま
り
、
ス
イ
カ
雪
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
研
究
者
の
話
に
よ
る
と
、

赤
雪
を
嗅
い
で
み
る
と
本
当
に
ス

イ
カ
の
よ
う
な
匂
い
が
す
る
ら
し

い
で
す
。
赤
雪
の
赤
い
色
の
正
体

は
、
雪
氷
藻
類
が
つ
く
る
カ
ロ
チ

ノ
イ
ド
色
素
。
ス
イ
カ
の
赤
色
も

カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
色
素
に
よ
る
も
の

な
の
で
、
同
じ
よ
う
な
匂
い
が
す

る
の
で
す
ね
。

　

こ
の
彩
雪
現
象
は
、「
白
い
は

古
川
義
純
先
生
の

第26回

赤
や
緑
に
染
ま
っ
た
雪
は
、誰
の
し
わ
ざ
？

ず
の
雪
に
色
が
つ
い
て
い
る
」
と

い
う
驚
き
や
珍
し
さ
か
ら
、
観
光

資
源
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ

る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
色
が
つ
い

た
雪
は
、
単
に
見
た
目
が
珍
し
い

と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、

通
常
の
白
い
も
の
に
比
べ
て
太
陽

の
光
を
吸
収
し
や
す
い
た
め
、
融

け
や
す
く
な
る
と
い
う
影
響
も
あ

り
ま
す
。

　
今
、
地
球
温
暖
化
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
気
温
が

上
が
っ
て
い
く
と
、
微
生
物
の
活

動
や
繁
殖
は
活
発
に
な
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
で
、
今

後
、
彩
雪
現
象
も
増
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
雪
が
融
け
や
す
く
な

る
こ
と
で
、
温
暖
化
に
拍
車
を
か

け
る
要
因
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
気
候
変
動
の
面
か
ら
も
、
注
意

深
く
見
守
っ
て
、
原
因
を
解
明
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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真っ白なはずの大雪山の雪の表面が赤く……
（写真提供／北大低温研 寺島美亜氏）

個々が輝き、果敢にチャレンジできる会社に

── キャリアの中で印象的な出来事は。
　最初の配属は畜産加工品の営業部でした。
扱っていた商品は焼き鳥、トンカツ、唐揚げな
ど。営業とはいえ、工場で商品づくりをしたり、
得意先をまわって集金したり、何でもやりま
した。このとき、生産の現場からお客様とのや
りとりまで一通り経験したことが、その後、大
いに役立ちました。
　また、ニチレイフーズの経営層と従業員
の対話の場「あぐら」の最初の担当者として、
2011年から3年間、全国の事業所をまわり、
延べ3000人ほどの従業員と話したことも貴
重な経験でした。今でこそ活発な意見交換が
できる場として定着している「あぐら」ですが、
風土改革を目指してスタートした1年目は、私
たち運営側も不慣れで対話を上手に進める技
術がなく、ほとんど本音を話してもらえませ
んでした。2年目からは少しずつ発言が増えて、
3年目には率直な思いを話してもらえるよう
になりました。
── 今年4月に社長に就任。どんなことに力
を入れていきますか。
　冷凍食品のパイオニアとして「ていねいな
ものづくり」にこだわりながら、会社を成長
させ続けるのが私の仕事。今は人々の価値観
が多様化し、冷凍食品の価値も「簡単・便利」

から「おいしさ」や「本格」へと広がりました。
これからはさらに「楽しさ」や「健康」という
新しい価値も加えていきたいと考えています。
食品企業の使命として、社会課題の解決も重
要です。森林保全や食育活動に加え、SDGｓ

（持続可能な開発目標）の達成に向けて、フー
ドロスの削減や持続可能な原料調達の仕組み
づくりなどの施策を進めていきます。
── トップとして大切にしていることは。
　一人ひとりの個性を尊重することです。全
体の方向性を示したら、あとは個々に任せる
のが私のやり方。会社には多様な人がいます。
前述の「あぐら」の経験で、皆が得意技を持っ
ていることがわかりましたので、それを活か
すことが一番です。従業員には、「ハミダス」（と
らわれず、明るく）のモットーどおり、自由闊

かっ

達
たつ

にどんどんハミダしてほしい。それができ
る環境をつくるため、部下の個性を引き出し
て個々を輝かせるチームリーダーの育成にも
力を入れていきたいと思います。
── リフレッシュ方法は。
　自然が好きです。東京の八王子市出身なの
で、高尾山にはよく登りました。
　音楽も好き。今は聴く専門ですが、学生時代
にトランペットを吹いていたので、またいつ
か、自分で楽器を演奏したいですね。
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